
 

 

 

 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
は 

求
め
続
け
る
こ
と
は
重
要
で
す
。 

 

「
１
０
０
も
あ
る
様
々
な
協
議
会
の
一
つ

を
退
会
し
た
だ
け
の
こ
と
」
（
市
長
答
弁
）

と
し
て
、
退
会
の
事
実
が
市
民
に
も
議
会
に

も
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
問
題
で
す
。

８
月
２５
日
の
新
聞
報
道
で
退
会
を
知
っ
た

多
く
の
市
民
か
ら
は
驚
き
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
市
民
を
無
視
、
議
会
を
軽
視
の
ス

タ
ン
ド
プ
レ
ー
で
あ
り
、
対
基
地
行
政
の
後

退
で
、
市
民
を
不
安
に
さ
せ
る
も
の
で
す
。

「
独
自
の
路
線
で
行
く
」
と
言
い
ま
す
が
、

そ
の
行
方
は
ど
こ
な
の
か
。
や
は
り
、
県
市

協
に
は
戻
る
べ
き
で
す
。 

 

仕
事
が
減
る
、
ま
た
は
仕
事
を
失
う
な
ど
の
経
済
的
な
影
響
に
対
し
、
生
活
を
保

障
す
る
制
度
は
機
能
し
て
い
る
の
か
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
米
軍
人
の
感
染
状

況
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
市
民
の
不
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
、
基
地

問
題
に
つ
い
て
議
会
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

そ
の
受
験
資
格
を

有
す
る
「
一
般
事

務(

福
祉)

職
員
」

と
、
専
門
的
資
格

等
を
有
し
な
い

「
一
般
事
務
職

員
」
で
す
。
「
保

護
の
し
お
り
」
と

い
う
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
基
に
相
談
対

応
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
横
須
賀
市
の

「
保
護
の
し
お

り
」
は
た
い
へ
ん

簡
素
で
、
こ
れ
で

は
、
相
談
者
に
制

暮
ら
し
を
守
る 

生
活
保
護
制
度
を 

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く 

 

地
方
自
治
法
が
定
め
る
よ
う
に
、
地
方
自

治
体
の
役
割
は
住
民
福
祉
の
増
進
で
す
。
福

祉
制
度
が
使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
注
視
を
し
て
い
き
ま
す
。 

      

生
活
保
護
は
、
憲
法
25
条
が
「
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」
と
し

て
定
め
る
生
存
権
を
保
障
す
る
も
の

で
、
最
後
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
横
須
賀
市
に
お
け

る
生
活
保
護
の
相
談
件
数
は
、
昨
年
度

と
比
べ
て
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
生
活
保
護
受
給
数
は
そ
れ
ほ
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
グ
ラ
フ
１
）
。
「
相

談
に
訪
れ
る
方
は
多
か
っ
た
が
、
相
談

内
容
が
生
活
保
護
に
相
当
す
る
も
の
で

な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
市
の
説
明
で

す
。
相
談
者
の
困
窮
状
況
な
ど
が
伝
わ

り
き
れ
て
い
る
か
心
配
で
す
。 

 

相
談
対
応
を
行
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

は
、
社
会
福
祉
士
の
有
資
格
者
ま
た
は

種
苗
法
改
定
案
審
議
入
り
！ 

 
 
 
 
 
 
 

持
続
可
能
な
農
業
を
！ 

  

通
常
国
会
で
継
続
審
議
と
な
っ
て 

い
た
法
案
の
中
身
は
、
登
録
品
種
の 

タ
ネ
の
知
的
所
有
権
を
守
る
た
め
に
、 

自
家
増
殖
を
禁
止
し
育
成
権
者
の
許
諾
を
必
要

と
す
る
も
の
で
す
。
許
諾
申
請
に
は
費
用
や
手

間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
農
家
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。 

 

諸
外
国
で
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
海
外

流
出
を
防
ぐ
た
め
で
あ
り
、「
該
当
品
種
は
少
な

く
、
一
般
品
種
や
特
許
期
間
切
れ
の
品
種
が
あ

る
か
ら
支
障
は
な
い
。」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
安
倍
政
権
が
設
置
し
た
規
制
改
革

推
進
会
議
は
、
米
国
・
多
国
籍
企
業
の
要
望
に

沿
っ
た
政
策
を
作
り
実
行
し
て
い
ま
す
。
18
年

に
は
都
道
府
県
が
米
や
麦
等
の
安
定
供
給
に
責

任
を
負
う
「
主
要
農
産
物
種
子
法
」
を
廃
止
し
、

「
農
業
競
争
力
強
化
推
進
法
」
を
整
備
し
て
企

業
等
民
間
へ
そ
の
技
術
を
移
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
「
産
地
品
種
の
銘
柄
廃
止
」
を
打
ち
出
し

て
参
入
を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
、
企
業
に
よ
る

支
配
が
進
み
、
生
物
多
様
性
は
危
機
的
で
す
。 

 
 

■
ゲ
ノ
ム
編
集
と
セ
ッ
ト
の
懸
念 

 

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
大
豆
等
穀
物
や
飼
料
の

多
国
籍
企
業
が
推
進
し
て
き
た
遺
伝
子
組
み
換

え
作
物(

GM)

に
加
え
て
、
日
本
で
も
19
年
10
月

よ
り
流
通
・
販
売
が
解
禁
さ
れ
た
ゲ
ノ
ム
編
集

（
特
定
の
遺
伝
子
を
切
断
す
る
技
術
）
食
品
で

「
血
圧
を
下
げ
る
ト
マ
ト
」
等
、
容
易
に
消
費

者
を
狙
う
商
品
の
開
発
（
知
的
所
有
）
が
進
ん
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で
い
ま
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や

が
ん
・
免
疫
異
常
が
認
め
ら
れ

た
GM
同
様
、
身
体
や
環
境
へ
の

安
全
性
は
疑
問
で
す
。 

 

本
来
、
生
命
は
特
定
の
誰
か

の
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

種
苗
育
成
者
を
守
る
こ
と
は
必

要
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
経

験
し
た
今
こ
そ
、
地
域
に
あ
っ

た
品
種
や
農
家
を
守
り
育
て

る
、
食
の
自
給
を
整
え
る
仕
組

み
が
必
要
で
す
。 

 

ネ
ッ
ト
横
須
賀
は
、
農
の
重

要
性
と
可
能
性
を
持
つ
横
須
賀

で
、「
タ
ネ
は
誰
の
も
の
」
上
映

会
を
開
催
し
、
お
お
ぜ
い
の
市

民
で
取
り
組
み
ま
す
。（
瀧
川
） 

度
の
内
容
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

経
験
の
浅
い
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
は
、
十
分
な
説
明
が
し
に
く
い
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

一
例
と
し
て
、
小
田
原
市
の
「
保
護

の
し
お
り
」
は
、
相
談
か
ら
生
活
保
護

開
始
ま
で
の
流
れ
、
生
活
保
護
利
用
者

の
権
利
と
義
務
、
生
活
保
護
に
お
け
る

生
活
扶
助
・
住
宅
扶
助
・
教
育
扶
助
・

医
療
扶
助
・
介
護
扶
助
・
出
産
扶
助
・

生
業
扶
助
・
葬
祭
扶
の
説
明
が
明
記
さ

れ
て
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
す
。

横
須
賀
市
の
「
保
護
の
し
お
り
」
を
、
市

民
に
寄
り
添
う
も
の
と
す
る
よ
う
見
直

し
を
求
め
、随
時
改
善
し
て
い
く
と
の
答

弁
を
得
ま
し
た
。 

 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
専
門

性
が
重
要
と
考
え
、「
一
般
事
務(

福
祉)

職
員
」
の
採
用
増
を
求
め
ま
し
た
が
、

今
後
も
今
ま
で
通
り
の
募
集
を
行
う
と

の
残
念
な
答
弁
で
し
た
。 

 

 

♪ 政治サロンへ、どうぞ ♪ 
ネット横須賀事務所(米が浜通)にて 

※ご相談、意見交換等もどうぞ。お気軽にご参加を。 

（日時はホームページ又はお電話でご確認ください。） 
 

※ご相談、意見交換等もどうぞ。

お気軽にご参加を。 

 

 

     

沖
縄
に
次
ぐ
第
２
の
基
地
県

で
あ
る
神
奈
川
県
。
横
須
賀
市

を
含
む
、
米
軍
基
地
に
関
係
す

る
９
市
と
県
は
「
神
奈
川
県
基

地
関
係
県
市
連
絡
協
議
会
」（
県

市
協
）
を
組
織
し
、
国
に
対
し

基
地
問
題
に
関
す
る
要
望
等
を

毎
年
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
横
須
賀
市
は
７
月

に
こ
れ
を
退
会
。
市
長
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
で
米

軍
と
は
相
互
の
信
頼
の
下
に
情

報
交
換
を
し
て
い
る
中
、
（
県

市
協
が
要
望
す
る
）
地
位
協
定

改
定
を
言
え
ば
相
手
が
か
た
く

な
に
な
る
」
と
説
明
。
が
、
県

市
協
の
要
望
先
は
国
で
あ
り
、

こ
の
説
明
は
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
日
米
地
位
協
定
は
、
第
一

次
裁
判
権
の
不
公
平
性
な
ど
、

市
民
の
暮
ら
し
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
定
を
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市議 小室たかえ 

秘
密
裏
に
？ 

 
 

県
市
協
退
会 

対
基
地
行
政
の
後
退
で
は 

県市協会員自治体 

（2020.8.1～） 

神奈川県、横浜市、相模原市、藤沢市、逗子市、大和市、

海老名市、座間市、綾瀬市 

２０年度国への要望項目 
米軍基地の早期返還、厚木基地の航空機騒音解消、原子力

艦事故による原子力災害強化、日米地位協定見直し、他 
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